
第３回「計算力学講習会」のご案内 
 
第１4回日本計算工学会講演会（東京, 2009年 5月 12日（火）～14日 （木））の日程に合わせて，その後
日（5月 15日（金））に講習会を開催します．今回は，平成 18年 5月に発刊された，日本計算工学会編 計
算力学レクチャーシリーズ⑧ 「知的可視化」に関連して，著者ご自身から「使える可視化」と題して解説

していただきます．なお，会場の制約から定員があり，埋まり次第締め切らせていただきますので予めご了

承ください．前回の講習会には多くの熱心な受講者が集まり大変好評でしたので，早めにお申し込みくださ

い． 
 
日 時   ：２００９年５月１５日（金）１３：３０～１７：００ 
場 所   ：株式会社ケイ・ジー・ティー 本社 5Fセミナールーム 
       (新宿区新宿 2-8-8 とみん新宿ビル http://www.kgt.co.jp/feature/branch/honsha_map.gif) 
講習会参加費：学生会員６千円，一般会員８千円，非会員１万円（テキスト１冊付き） 

 
・ 受講者には，計算力学レクチャーシリーズ⑧「知的可視化」をテキストとして１冊差し上げます．（既に
テキストをお持ちで不要の方は参加費より４千円割り引きます．その場合は講習会にご自身のテキストを

お持ちください．） 
・ 特別会員は，１社あたり５人まで一般会員として参加が可能です． 
・ 参加費は講習会当日に現金でお支払ください． 
・ 下記の申込用紙に必要事項を記入し，申込み先にファックスでお送りいただくか，必要事項を電子メール
にてお送りください． 

 
レクチャー  
 講師： 白山晋先生（東京大学） 
 表題： 使える可視化 
 内容： データがあって可視化をすれば何かがわかる．確かにデータは視覚情報に変換され，何かはわか

ると思います．但し，その情報に利用価値があるかは別問題です．”使える可視化”のためには可
視化手法の特性を知り，可視化結果の解釈を考える必要があります．前半は，ボリュームレンダ

リングなどの可視化手法の基礎について説明し，後半で知的可視化における可視化結果の解釈に

対する最近の研究までを紹介します．また，進行によっては，Java3D についてプログラムを用
いて説明する予定です． 

 定員： ４０人  
 
申込み先および問合せ先： 横浜国立大学 山田貴博（メール：tyamada@ynu.ac.jp ファックス：045-339-3864） 
 
 

申込用紙 

お名前  

ご所属  

ご住所  

電話番号  

メールアドレス  

どれかに○ 学生会員（６千円）・一般会員（８千円）・非会員（１万円） 

該当する場合○ テキスト不要（４千円割引） 

特別会員名（特別会員の場合のみ）  
 


